
大阪大学・人間科学研究科・教授

科学研究費助成事業　　研究成果報告書

様　式　Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９ （共通）

機関番号：

研究種目：

課題番号：

研究課題名（和文）

研究代表者

研究課題名（英文）

交付決定額（研究期間全体）：（直接経費）

１４４０１

基盤研究(B)（一般）

2020～2018

宗教の国際的共通性－多様性の解明と社会への影響

International commonality of religion: understanding of diversity and impact on 
society

００２１４６７７研究者番号：

川端　亮（KAWABATA, Akira）

研究期間：

１８Ｈ００９２７

年 月 日現在  ３   ５ ２２

円    12,900,000

研究成果の概要（和文）：　アメリカ、イタリア、ロシア、トルコ、インド、タイ、台湾などとともに日本も一
次元の共通宗教性が抽出できる。共通宗教性は祈り、瞑想、神秘体験に影響し、幸福感、利他性、文化活動など
に影響する。日本においても宗教性はこれらの項目と関連する。
　共通宗教性は、調査した日本、アメリカ、トルコにおいては、コロナの影響の前後であまり変化がなかった。
このことは、宗教性は時代の変化にあまり影響されないことを示している可能性がある。

研究成果の概要（英文）：Like the United States, Italy, Russia, Turkey, India, Thailand, Taiwan, 
Japan can also extract one-dimensional common religiosity. Common religiosity affects prayer, 
meditation, mystical experiences, happiness, altruism, and cultural activities. Common religiosity 
is also related to these items in Japan.
The common religiosity did not change much in Japan, the United States, and Turkey surveyed before 
and after the COVID-19 pandemic. This may indicate that religion is less influenced by changes in 
the times.
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令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
　本研究は、日本を含めて世界の宗教を正しく測る尺度として、世界共通の宗教性尺度を作り、その尺度で測定
された宗教性が人々の社会生活や意識に与える影響を明らかにした。それによってキリスト教と同じく、日本に
おいても宗教が人々の生活にプラスに働いていることを学術的に明らかにした。日本の宗教はキリスト教などと
は違い、独特であり、宗教に騙されるなどという悪いイメージを持つ一般の日本人にとって、宗教のプラスの側
面を明らかにした本研究は社会的にも意義がある。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 

宗教の研究者ではない日本人の社会学者も、研究者ではない多くの一般の日本人も、宗教が
人々の生活を左右する重要な価値観の一つであるとは考えていない。それは、SSM 調査（社会
階層と社会移動の全国調査）や JGSS 調査（日本版総合的社会調査）など日本の主要な学術的社
会調査の質問票に宗教に関する項目は取り上げられていないか、ごくわずかであることからも
明らかである。しかしながら、グローバル化する世界の中で見れば、宗教は人間の根本的な価値
観の一つである。テロや紛争の多くは、もちろん経済やエスニシティの問題も関係しているが、
それとともに宗教という価値観も大きく関係している。したがって世界では宗教は学術的に主
要な要因として調査されてきている。現在、多くの国で繰り返し調査が行われているヨーロッパ
価値観調査や世界価値観調査、ISSP（International Social Survey Programme）調査のいずれ
においても宗教は重要な要因として、かなり多くの項目数で尋ねられている。ところが、日本で
は、宗教は重視されていない。 

一方、ヨーロッパ価値観調査や世界価値観調査、ISSP 調査などの世界で行われている調査も
問題点を含んでいる。それらの調査で宗教の測定は、キリスト教に偏った測定方法である。イス
ラームなどの他の一神教や世界で第３位の信者数を擁するヒンドゥー教などの多神教を含む宗
教の測定方法は十分に発達していない。宗教が正しく測れていなければ、これまで欧米で示され
てきた宗教の社会行動や社会意識への影響も正しいかどうか疑問である。グローバル化する社
会の中で生じる諸問題の根本にある宗教性を正しく測ることができるのか、またその社会にお
ける効果は、日本でも他の国でも存在するのかが、本研究の核心をなす「問い」である。 

 

２．研究の目的 

 本研究の目的は、日本を含めて世界の宗教を正しく測る尺度として、世界共通の宗教性尺度と
各国個別の宗教性尺度を作ること、そしてその尺度で測定された宗教性が人々の社会生活や意
識に与える影響を明らかにすること、である。それによって宗教が人々の生活にプラスに働いて
いることを学術的に明らかにするとともに、特に一般の日本人にも知られるように努め、日本人
に宗教のプラスの側面を知ってもらうこともまた、重要な目的である。 

 

３．研究の方法 

宗教性の測定において、一般には、各国で自国内の宗教性を独自の質問項目で測定することが
主流であった。アメリカはアメリカのキリスト教的な宗教性の尺度を開発してきた。1963 年の
Lenski（1963）の The Religious Factor や Glock and Starkの 5 次元（1965）、Allport and 
Ross（1967）の intrinsicと extrinsicなどから始まり、Hill and Hood は、1999 年に Measures 
of Religiosity を編集し、宗教性を測定するための 100 種類以上もの尺度をまとめた。しかし
そこで示されている尺度はたとえば、God Concept Scales や Forgiveness Scale から
Spirituality や Mysticism の尺度であった。これらは、Godも Forgivenessも日本の宗教には
ない概念であり、Spirituality や Mysticism も「スピリチュアリティ」や「神秘主義」という
日本語に翻訳された日本の概念とは異なるものであるため、日本の宗教を測るための尺度とし
て適切ではないことは明らかである。これらはアメリカのキリスト教的な宗教性をとらえてい
るが、日本の宗教や、たとえばイスラームなどもとらえることはできない。同じく日本人の研究
者においては、オカゲやタタリを含む日本人の宗教性を測定する研究（金児 1997）や日本人の
自然観を強調する宗教性の研究（西脇 2004）などが日本の宗教をとらえているといえるが、こ
れらでは逆にキリスト教的な宗教性やイスラームをとらえることはできない。イスラームの国
の研究では、キリスト教的な宗教性の測定を批判し、たとえば「神」を「アラー」に置き換える
などその一部の用語を改変して、イスラームにも適用できる宗教性を測定しようとする研究が
あるが（Krauss et al.2006、Montaz et al. 2010）、それはまたキリスト教圏にも多神教の国や
日本には適用することができない。 
その中で本研究は、まず宗教文化を超えた共通性が存在するという前提から出発している点

で独創的である。ヨーロッパ価値観調査や世界価値観調査、ISSP調査などにおいては、「宗教を
信じるか」「神を信じるか」「あの世を信じるか」などのいくつかの共通の質問文で数十カ国の宗
教性を測ろうとしている。しかし多くの日本の宗教研究者は、日本の宗教においては宗教の基本
的な概念（例えば「神」「宗教」「霊」）すら、欧米と大きく異なる（真鍋 2003）ので、これらの
質問文では日本の宗教性が正しく測定されていないと主張している。たとえばキリスト教社会
であるアメリカで用いられた質問文の God を「神仏」に置き換えるような翻訳で質問しても、日
本の宗教は正しく測定できない、質問文には等価性がないと批判されている。つまり、国際比較
調査で測定されている宗教性は、世界の異なる宗教文化を超えて、共通の宗教性を測ろうとする
試みであるが、そこで測られている宗教性は極めてキリスト教的で特定文化に偏っているとい
われている。 



 

 

本研究でも異なる宗教文化を超えた共通する宗教
性（右の図の Commonalities）の存在を仮定するが、
新しい方法によって、キリスト教に偏らない宗教性
を抽出できるという立場に立つ。私たちのグループ
は、平成 25-29 年度の基盤研究（A）「生命主義と普
遍宗教性による多元主義の展開－国際データによる
理論と実証の接合」（研究代表者：星川啓慈）のメン
バーが主となっており、この研究から得られた知見
にもとづくものである。3 回にわたる 8 カ国調査に
おいて蓄積されたデータを分析した。データを収集
する質問文においては、独創的な質問文を新たに作
成し、社会学の研究ではあまり用いられていない
DIF（Differential Item Functioning)分析とラッシ
ュモデルによる分析を用いて、共通となる質問文と
各国固有で共通とならない質問文を選別した結果、
異なる宗教文化を持つ 8 カ国で共通する一次元の尺度が構成できる見通しをもち、キリスト教
に偏らない真の意味での国際共通尺度を確証しようとする。 
 
４．研究成果 
 2018年度に研究会を重ね、以下のことを分析できる調査項目を再検討した。 
1)文化の異なる各国は、確かに異なる宗教文化を持つが、共通の宗教的信念に関する尺度が存在
するといえることをこれまで調査していない国を調査して、確証する。 
2)それが一次元で他の調査でも用いることができる尺度になるように構成する。 
3)各国独自の宗教性が各国で祈り、瞑想、神秘体験に対してどのように影響しているかを明らか
にしているが、これまで調査していない国でも調査をして、同じ結果が得られるかを確認する。 
4) 各国独自の宗教性が、幸福感、利他性、文化活動などにどのように影響しているのかを明ら
かにしているが、これまで調査していない国でも寛容性やジェンダー観を含めて調査をして、同
様の結果が得られるかを確認する。 
5) 共通性を構成する項目とともに各国で共通でない項目も含めて、日本独自の、あるいは各国、
各宗教文化独自の宗教性を測る質問文を作成する。共通性とともに各国の特異性を捉えること
で、共通性と特異性の関連がどのようになっているのか、また社会意識や社会的行動との関連が、
共通性と特異性で同じなのか、あるいは関連の仕方が異なるのか、さらには国によって、その関
連は異なるのか、など多様な問題の解明に発展させていく。 

2019 年にまず日本で先行調査を実施した。その結果を検討し、質問票を修正し、アメリカ、
ドイツ、インドネシアを対象に調査の準備を進め、調査実施の準備を整えた段階で、新型コロナ
ウィルスの感染が世界中に拡大した。その影響により、世界的に調査を実施できる状況ではなく
なったため、調査を 2020年度に延期した。 
 2020 年になってもコロナの影響は小さくなるどころかますます大きな影響を及ぼすようにな
っていった。調査項目の中には、死について、不幸について、災害と神の罰などについて尋ねる
調査項目が含まれている。調査対象国であるアメリカ、ドイツもインドネシアも急速に新型コロ
ナの感染が拡大し、とくにアメリカやドイツでは多くの死者が出る状況になり、コロナ以前の状
況で調べていた宗教意識調査の結果と新型コロナウィルスの流行後の宗教意識の結果は、新型
コロナウィルスの影響を受けて、回答が大きく変化する可能性が考えられた。つまり新たなドイ
ツやインドネシアでのデータが得られたとしてもそれはコロナ以前の 2018 年以前と大きく変わ
っている可能性が考えられたため、これまでのデータがあるアメリカとトルコを対象とした調
査を行って、コロナの影響があるかどうかを確かめた。 
 これらの研究によって明らかになったことは以下のとおりである。 
１）宗教文化が異なる国の間でも共通して測定できる尺度が存在するという仮定の下で、各国の
宗教文化によらない言葉を用いた質問文（イエスやアラーなどの言葉を使わない質問文）をもち
い、ラッシュモデルで分析すると、アメリカ、イタリア、ロシア、トルコ、インド、タイ、台湾
などとともに日本も一次元の共通宗教性が抽出できる。 
２）共通宗教性は祈り、瞑想、神秘体験に影響し、幸福感、利他性、文化活動などに影響し、日
本においても宗教性はこれらの項目と関連する。 
３）各国に共通する宗教性と異なり、日本では現世主義が独自の宗教性である可能性が示唆され
た。この点はさらに繰り返して調査し、検証する必要がある。 
４）「死を恐れる」や「死について心配しても仕方がない」などの死に関する意識は変化してい
るが、共通宗教性は、少なくとも調査した日本、アメリカ、トルコにおいては、コロナの影響の
前後であまり変化がなかった。このことは、宗教性は時代の変化にあまり影響されないことを示
している可能性がある。しかしながら、オイルショックによって宗教を信じる人が急減した過去
の事例もあることから、時代の影響と宗教の関係はさらに検討を要する。 
５）一方で幸福感や性別役割分業意識などの社会意識のいくつかはコロナ前後で変動している
場合もみられた。 
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